
1

AtScopeV9
動的構造解析機能
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ファイルにタグを埋め込むことで動的構造図を図面化します
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動的構造図

AtScope：アーキテクトのための図面化ツール

◼ 手続きの流れを2つのビューの構造図で図解

– 静的ビューで全体を俯瞰

– 動的ビューで並行性を設計 ⇒ 組込み／IoTシステムでは重要

ソースコード

静的ビューで
俯瞰する

1

静的構造図

動的ビューで
並行設計する

2
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で整合
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・・・・・・・・

static char  time_tick;  

main () {
 time_tick = 0;
 while(1){

if(time_tick == 1){
time_tick = 0;

     top_module();
}

  }
}
void ta0int() {
  time_tick = 1;
}

ファイルに
タスク名称
を埋め込む

フォルダ単位の図面

アットスコープ

タスク単位の図面

手続きの流れ
設計書は無いことが多く
コードを読むしかない

他者が作ったコード
生成AIコードでもOK

他者コード

和魂洋才
全体を
見渡す

機能性

保守性

移植性

信頼性

使用性

効率性

2つのビュー

開発スピード向上

不具合の未然防止



3

静的構造解析 箱と線と配置で設計意図を発掘

コンポーネント構造図（直下）

コンポーネント構造図（2層目）

フォルダ指定

コンポーネント構造図

配置を保存

ファイル見取図

フォルダ構成

proj admin

biz

ctrl

drv

facade

.h

直下

gnd

.c

.h .c

.h .c

.h .c

.h .c

.h .c

.h .c

.h .c

2層目
ファイル

3つの粒度

②セマンティックシフト
意味論の分離

③横断的関心
の直交化

①レイヤー化

A2G配置
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動的構造解析 タスク間インタフェースを重点管理

フォルダ指定

動的構造図を選択

タスク間IF

タスク

ファイル

入れ子表現

どのファイルが、
どの周期で動いているか
がわかります

AtScopeはこれからも進化を続け
ものづくりの未来を支えていきたいと考えています



5

AtScopeでC++クラス設計と
アーキテクチャ設計
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正統派：しっかり設計して実装する

◼ 大局的なアーキテクチャ設計と局所的なクラス設計

Copyright 2024 BACKSLASH DESIGN Co., Ltd.

アーキテクチャ
設計

１

EAで
クラス設計

2

クラス実装

3

AtScopeで
図面化

4

フォルダ構成

proj admin

biz

ctrl

drv

facade

X
Y

.h

「A2G並び」

gnd

.c

.h .c

Z .h .c

.h .c

.h .c

.h .c

.h .c

.h .c

X

Y Ｚ

biz facadeadmin

ctrl

drv, entty

gnd PF-API

HW HW HW HW HW PC

PC-API

A2G配置

EAでスケルトンコード
を生成し、
メソッドを手書き

BOSS-STS構造

入力する

演算する

出力する

フローチャート 構造設計

入力
する

演算
する

出力
する

目的

〇×
BOSS

Sink
吸収

Transform
変換

Source
源泉

2つの粒度で図面化
コンポーネント構造図

ファイル構造図
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構造図を見て改善する

◼ アーキテクチャ設計とクラス設計の改善
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アーキテクチャ
設計

１

EAで
クラス設計

2

クラス実装

3

AtScopeで
図面化

4

BOSS-STS構造に当ては
めると

変換部（Transform）
がない

ファイル構造図
局所構造の
改善ループA2G配置に当てはめると

ミドル層（ctrl)がない

コンポーネント構造図 大局構造の
改善ループ

biz facadeadmin

ctrl

drv, entty

gnd
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ご清聴ありがとうございました

お問い合わせはこちらまで

ビースラッシュ株式会社

support@bslash.co.jp
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